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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
車両周辺の人物を検出するために電波を送受信する電波センサを有する車両用セキュリテ
ィ装置において、上記電波センサの電波の送受信に使用するアンテナ素子上に、上記電波
が送受信されると誘起電圧が発生する誘導素子と、上記誘起電圧を直流電圧に整流するダ
イオードと、上記直流電圧が印加されて点灯する発光体素子を備えたことを特徴とする車
両用セキュリティ装置。
【請求項２】
ユーザーが携帯する携帯送受信機を呼び出し、携帯送受信機からの電波を受信するキーレ
スエントリーに使用される電波送受信手段を有する車両用セキュリティ装置において、上
記送受信手段の電波の送受信に使用するアンテナ素子上に、上記電波が送受信されると誘
起電圧が発生する誘導素子と、上記誘起電圧を直流電圧に整流するダイオードと、上記直
流電圧が印加されて点灯する発光体素子を備えたことを特徴とする車両用セキュリティ装
置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、車両用のセキュリティ装置し、所定の電波を送受信する手段を有するセキ
ュリティ装置に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　従来より、車両用のセキュリティ装置として発光ダイオードを備えたものが知られてい
る。この装置では、車両駐車中、不審者を威嚇したり、セキュリティ装置が動作している
ことをユーザーに知らせたりすることを目的として、間欠的に発光ダイオードを点灯させ
ている。
【０００３】
　一般的なセキュリティ装置の詳細なブロック構成は、図３のようになっており、振動セ
ンサ１０１、ドア開閉スイッチ１０２、ドアロックポジションセンサ１０３、信号処理回
路１０４、サイレン１０５、発光ダイオード１０６を備えている。この装置では、例えば
、ドアがロックされるとドアロックポジションセンサ１０３からのドアロック信号でセキ
ュリティ装置が起動し、セキュリティ動作確認用及び不審者威嚇用として、発光ダイオー
ド１０６が間欠点灯する。
【０００４】
　また、セキュリティ装置が起動すると、車両盗難行為を検出するセンサが起動する。例
えば、ドアを開けたときにドア開閉スイッチ１０２から、振動が加わった時には振動セン
サ１０１から、不正行為と判別する信号なるものが発生し、車両盗難行為を判別、その盗
難行為で発光ダイオード１０６による威嚇やサイレン１０５による警報を行ない、車両の
盗難を防止する。
【０００５】
　キーレスエントリーシステムを有する車両用セキュリティ装置は、駐車中、携帯機を呼
び出してユーザー認証するために、電波を間欠的に照射している。キーレスエントリーシ
ステムに関しては、図４のような構成となっている。携帯側送受信機２０７は、車両側送
信機２０６からある一定間隔で送信された電波を受信する。上記電波を受信した携帯側送
受信機２０４は、識別情報（暗証信号）を含む電波を車両側受信機２０８へ出力する。車
両側受信機２０８は携帯側送受信機２０７より送信された電波を受信すると、信号処理回
路部２０９が、その受信電波内に含まれる識別情報が一致しているか否かを判定する。そ
して、信号処理回路２０９は、識別情報が一致していれば、ドアロック機構２１０を使用
し、ドアの鍵の解除を行なう。反対に識別情報を含む電波が受信できなくなるとドアの鍵
を施錠する。
【０００６】
　また、発光体装着アンテナに関しては、特開平９－２４６８２３号公報（特許文献１）
に記載されているように携帯機等のアンテナに発光体を装着し、高周波エネルギーによっ
て、発光体を点灯させている機器が知られている。
【０００７】
【特許文献１】特開平１０－２６９１８４号公報（要約）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記のように、セキュリティ装置に装着された発光ダイオードは、不審者に対する威嚇
として、駐車中は常時作動しており、電力を消費している。
【０００９】
　また、セキュリティ装置には、不審者検出用の電波式のセンサが装着されているものも
あり、これも駐車中は常時作動しており、電力を消費している。
【００１０】
　また、キーレスエントリーシステムでは、駐車中、携帯機を呼び出すため、または、ユ
ーザー認証するために電波を間欠的に照射し、電力を消費している。
【００１１】
　上記のようにセキュリティ装置や、キーレスエントリーシステムの装着率が増えるなか
、キーレスエントリーシステムとセキュリティ装置が同時に作動することで、さらに消費
電力を増やし、バッテリ上がりの原因となってしまう問題があった。



(3) JP 4069080 B2 2008.3.26

10

20

30

40

50

【００１２】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、車両用セキュリ
ティ装置で消費する動作確認用または不審者威嚇用の発光ダイオードの消費電力を、他の
高周波電波のエネルギーでまかなうことで、トータルの消費電力を削減することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　この発明の車両用セキュリティ装置は、所定の電波の送受信する送受信手段を備え、こ
の送受信手段に使用するアンテナ素子上に、高周波エネルギーを加えることで点灯させる
ようにした発光体素子を備えたものである。特に、電波の送受信手段として、車両周辺の
人物を検出するために電波を送受信する電波センサを使用することを特徴とする。
【００１４】
　また、電波の送受信手段として、ユーザーが携帯する携帯送受信機を呼び出し、携帯送
受信機からの電波を受信するキーレスエントリーに使用される電波送受信手段を使用する
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明の車両用セキュリティ装置では、発光体素子を装着したアンテナを用い、車両
盗難行為検出用の電波センサの電波（高周波エネルギー）で、発光体素子を点灯させる。
そのため、従来のセキュリティ装置で威嚇用または動作確認用として点灯させていた発光
ダイオードを使用する必要がなくなり、消費電力低減につながる。
【００１６】
　また、この発明の車両用セキュリティ装置では、発光体素子を装着したアンテナを用い
、キーレスエントリーの呼び出し電波（高周波エネルギー）で、発光体素子を点灯させる
。その結果、従来のセキュリティ装置で威嚇用または動作確認用として点灯させていた発
光ダイオードを使用する必要がなくなり、消費電力低減につながる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、この発明を実施するための最良の形態を図面に基づいて説明する。
【００１８】
実施の形態１.
　図１はこの発明の実施の形態１による車両用セキュリティ装置の構成を示すブロック図
である。
【００１９】
　図１において、本実施の形態の車両用セキュリティ装置は、車両盗難行為を検出するた
めに車両周辺の物体とその動きを検出する電波センサ３０１と、接触など車両への衝撃を
検出する振動センサ３０２と、車両のドアを開けたことを検出するドア開閉センサ３０３
と、ドアのロック状態を検知するドアロックポジションセンサ３０４と、上記各種センサ
からの信号に基づいてセキュリティ装置の動作を制御する信号処理回路３０７を備えてい
る。なお、上記の電波センサ３０１は、盗難行為をより確実にかつ盗難予備行為を検出で
きるように用いられるセンサである。また、図１の車両用セキュリティ装置は、盗難行為
に威嚇警報する手段として、電波センサ３０１のアンテナ素子３０１ａ上の高周波エネル
ギーで点灯させるようにした発光体装着アンテナ３０５と、音声で威嚇するサイレン３０
６を備えている。
【００２０】
　上述の発光体装着アンテナ３０５は、電波センサ３０１のアンテナ素子３０１ａの頂部
に、高周波検波用ダイオード３１１と誘導素子（コイル）３１２を介して発光ダイオード
３１０が接続されている。ここでは、高周波検波用ダイオード３１１のアノードと誘導素
子３１２の一端がアンテナ素子３０１ａの頂部に対して共通に接続されている。そして、
高周波検波用ダイオード３１１のカソードと誘導素子３１２の他端との間に、発光ダイオ
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ード３１０が接続されている。
【００２１】
　次に、本実施の形態の車両用セキュリティ装置の動作について説明する。本車両用セキ
ュリティ装置の電波センサ３０１は、アンテナ素子３０１ａを介して車両周辺の物体とそ
の動きを検出するための電波を送信している。アンテナ素子３０１ａを介して電波が放射
されると、誘導素子３１２の両端に高周波誘起電圧が発生する。この発生した誘起電圧は
高周波検波用ダイオード３１１によって整流されて直流電圧となり、発光ダイオード３１
０に印加される。
【００２２】
　以上のように、本実施の形態では、従来のセキュリティ装置（図３参照）に使用されて
いる、動作確認用または不審者威嚇用として動作している発光ダイオード１０７を削減し
、車両盗難行為を検出する電波センサ３０１にて使用される高周波電波のエネルギーを利
用し、アンテナ素子上の高周波エネルギーにより発光体装着アンテナ３０５の発光ダイオ
ード３１０を点灯させるようにしている。これは、電波センサ３０１が動作（電波を放射
）していることを意味しており、動作確認用として使用することも可能である。
【００２３】
実施の形態２.
　図２はこの発明の実施の形態２による車両用セキュリティ装置の構成を示すブロック図
である。
【００２４】
　図２において、本実施の形態の車両用セキュリティ装置は、車両盗難行為を検出するた
めに、接触など車両への衝撃を検出する振動センサ４０１と、車両のドアを開けたことを
検出するドア開閉スイッチ４０２と、ドアのロック状態を検知するドアロックポジション
センサ４０３と、上記各種センサからの信号に基づいてセキュリティ装置の動作を制御す
る信号処理回路４０９を備えている。また、図２の車両用セキュリティ装置は、キーレス
エントリーシステムとして、携帯側送受信機４０６に対して一定間隔で電波を送信する車
両側送信機４０７と、上記電波を受信した携帯側送受信機４０６から送られてくる識別情
報（暗証信号）を含む電波を受信する車両側受信機４０８と、信号処理回路部４０９が上
記受信電波内に含まれる識別情報が一致しているか否かを判定し、識別情報が一致してい
ればドアの鍵の解除を行ない、識別情報が不一致ならばドアの鍵を施錠するドアロック機
構４１０を備えている。
【００２５】
　更に、本実施の形態の車両用セキュリティ装置は、盗難行為に威嚇警報する手段として
、車両側送信機４０７のアンテナ素子４０７ａ上の高周波エネルギーで点灯させるように
した発光体装着アンテナ４０５と、音声で威嚇するサイレン４０４を備えている。
【００２６】
　上述の発光体装着アンテナ４０５は、送信機４０７のアンテナ素子４０７ａの頂部に、
高周波検波用ダイオード５１１と誘導素子（コイル）５１２を介して発光ダイオード５１
０が接続されている。ここでは、高周波検波用ダイオード５１１のアノードと誘導素子５
１２の一端がアンテナ素子４０７ａの頂部に対して共通に接続されている。そして、高周
波検波用ダイオード５１１のカソードと誘導素子５１２の他端との間に、発光ダイオード
５１０が接続されている。
【００２７】
　次に、本実施の形態の車両用セキュリティ装置の動作について説明する。本車両用セキ
ュリティ装置の車両側送受信機４０７は、アンテナ素子４０７ａを介して、ユーザー（携
帯送受信機４０６）を認証するために、間欠的に電波を送信している。アンテナ素子４０
７ａを介して電波が放射されると、誘導素子５１２の両端に高周波誘起電圧が発生する。
この発生した誘起電圧は高周波検波用ダイオード５１１によって整流されて直流電圧とな
り、発光ダイオード５１０に印加される。
【００２８】
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　以上のように、本実施の形態では、図４のブロック図のようにセキュリティ装置に使用
されている動作確認及び不審者威嚇用として動作している発光ダイオード２０５を削減し
、キーレスエントリーシステムで使用する電波送信用アンテナに発光ダイオードなるもの
を装着し、キーレスエントリーで携帯機を呼び出すために使用している高周波電波のエネ
ルギーを使用し、点灯させている。これはキーレスエントリーの呼び出し電波が動作（電
波を放射）していることを意味しており、動作確認用として使用することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】この発明の実施の形態１による車両用セキュリティ装置の構成を示すブロック図
である。
【図２】この発明の実施の形態２による車両用セキュリティ装置の構成を示すブロック図
である。
【図３】従来の車両用セキュリティ装置の構成を示すブロック図である。
【図４】従来の車両用セキュリティ装置の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００３０】
　３０１　電波センサ、３０１ａ　アンテナ素子、３０５　発光体装着アンテナ、
３１０　発光ダイオード、３１１　高周波検波用ダイオード、３１２　誘導素子、
４０７　車両側送信機、４０７ａ　アンテナ素子、４０５　発光体装着アンテナ、
５１０　発光ダイオード、５１１　高周波検波用ダイオード、５１２　誘導素子。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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